
























































































































































































































































した『まるごと 日本のことばと文化 入門 Ａ１ 文法解説書』を参考にした。
（２）アンスティチュ・フランセ日本が運営する「eフランセ総合フランス語０CEL１」、Goethe Instituteが運
営する「Deutsch Online Individual A１」、セルバンテス文化センターが運営する「スペイン語オンライン
コース AVE担当講師付き自習コース（A１.１）」、STUDIAMO.comの「オンラインイタリア語テキスト初
級」での受講経験を基に、本コースサイトの開発を行った。
（３）オンラインコースでは１課～１０課をＡ１‐１、１１課～１８課をＡ１‐２として区切りを設け、現在「みなと」
上では４つ（Ａ１‐１かつどう、Ａ１‐１かつどう・りかい、Ａ１‐２かつどう、Ａ１‐２かつどう・りか
い）の自習コースを開講している。
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